
糸
の
専
門
店
が
、
京
急

黄
金
町
駅
の
近
く
に
あ
る
。

平
戸
桜
木
道
路
を
桜
木
町

に
向
け
て
、
進
む
と
、
前

里
町
一
丁
目
交
差
点
の
右

手
に
見
え
る
。
昭
和
二
十

八
年(

一
九
五
三
年)

創
業

と
言
う
。

こ
の
店
の
裏
、
京
急
線

の
先
を
大
岡
川
が
流
れ
る
。

上
流
に
は
多
く
の
捺
染
工

場
が
あ
っ
た
。
開
港
以
来
、

横
浜
の
重
要
な
産
物
ス
カ
ー

フ
や
ハ
ン
カ
チ
の
布
を
染

め
て
い
た
。

ス
カ
ー
フ
等
を
手
や
ミ

シ
ン
で
縁
縫
い
す
る
家
や

町
工
場
も
沢
山
あ
っ
た
。

ス
カ
ー
フ
や
ハ
ン
カ
チ

を
手
に
持
っ
て
見
て
欲
し

い
。
非
常
に
細
い
糸
で
縫
っ

て
あ
る
。

こ
の
店
は
こ
う
し
た
特

殊
な
工
業
用
の
糸
を
扱
う
。

外
か
ら
見
え
る
棚
や
店

内
の
棚
に
、
片
手
に
余
る

よ
う
な
大
巻
の
糸
が
ぎ
っ

し
り
。
何
種
類
あ
る
か
、

お
店
の
方
に
も
分
か
ら
な

い
と
か
。
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糸
屋

さ
ん

横
浜
市
南
区
前
里
町

二
〇
二
〇
年
十
二
月

夕
刊
紙
に
『
コ
ロ
ナ
禍

で
も
朝
昼
晩｢

外
食
フ
ル

コ
ー
ス｣

の
贅
沢
三
昧
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
出
て

い
た
。

総
理
の
会
食
相
手
は

左
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の｢

政
治
マ

ガ
ジ
ン｣

。
そ
の｢

総
理
、

き
の
う
何
た
べ
た｣

の
項

で
首
相
の
会
食
の
場
所
と

相
手
が
分
か
る
。

例
え
ば
十
二
月
三
日
に

は
朝
は
ホ
テ
ル
東
急
、
昼

会
食
、
夕
は
麻
布
の
中
華

で
会
食
。

内
閣
官
房
が
払
う
時
は

税
金
か
ら
。
相
手
が
払
う

時
は｢

接
待｣

。
そ
れ
は
賄

賂
で
は
？

一
般
国
民
は

一
般
国
民
は
コ
ロ
ナ
禍

で
、
解
雇
、

雇
い
止
め
に

遭
い
、
仕
事

を
探
し
て
も

見
つ
か
ら
な
い
。
親
が
失

業
、
進
学
を
諦
め
る
。
ア

ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
り
学

資
、
生
活
費
を
稼
げ
ず
や

む
な
く
退
学
。
子
供
に
食

べ
さ
せ
る
の
が
や
っ
と
、

自
分
は
ろ
く
に
食
べ
ら
れ

な
い
と
い
う
母
子
家
庭
。

お
店
を
開
け
て
も
コ
ロ

ナ
で
客
は
来
な
い
。

旭
川
で
は
医
療
崩
壊
が

始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
医
療

関
係
者
は
コ
ロ
ナ
で
仕
事

が
超
多
忙
な
の
に
ボ
ー
ナ

ス
削
減
。

我
々
に
は
こ
ん
な
話
ば

か
り
聞
こ
え
て
く
る
。

菅
首
相
は｢

国
民
の
為

に
働
く｣

と
云
っ
た
が
、

そ
の｢

国
民｣

と
は
ホ
テ
ル

や
料
亭
で
フ
ル
コ
ー
ス
の

会
食
の
相
手
？

新
型
コ
ロ
ナ
で
全
国
民

が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
今
、

首
相
に
は
街
に
出
か
け
、

病
院
を
訪
れ
、
巷
に
溢
れ

る
国
民
の
声
を
つ
ぶ
さ
に

聞
い
て
貰
い
た
い
。

首相には、街の声、医療関係者の声を聞いて欲しい

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？
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